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収入の部 支出の部 

収入合計 549,713,297円

就労支援事業収入
3,643,442円
0.7%

その他
2,430,466円
0.4%

前期末
支払資金残高
34,601,280円
6.3%

障害福祉サービス
99,079,088円
18.0%　

介護保険
25,339,867円
4.6%

貸付事業等収入
473,500円 0.1%

補助金・
共同募金配分金
70,466,152円
12.8%

寄付金
1,638,909円 0.3%

会費
13,452,751円
2.5%

支出合計 549,713,297円
基金運営事業等
6,388,788円 1.2%

地域包括支援センター事業
22,116,231円 4.0%
就労支援事業
49,845,922円
9.1%

居宅介護支援事業・
訪問介護事業
48,065,513円
8.7%

障害児通所支援事業
44,044,475円
8.0%

生活支援体制整備事業
36,681,436円
6.7%

成年後見センター事業
13,428,148円 2.4%

障害者相談支援事業
86,837,451円
15.8%

多機関協働事業・
居住支援事業
33,592,023円
6.1%

生活困窮者
自立支援事業
23,543,141円
4.3%

資金貸付事業
13,000,800円
2.4%

共同募金
配分金事業
28,452,090円
5.2%

ボランティア
センター事業
5,618,343円 1.0%

地域福祉活動推進事業費
20,926,858円 3.8%

法人運営費
50,686,000円
9.2%

受託金
298,587,842円 54.3%

老人福祉センター等管理事業
66,486,078円 12.1%

今年度も多くの皆様に社協会員加入にご協力いただきまして、誠にありがとうございました。
ご協力いただきました会費は、次年度に各地区における、まちづくり推進協議会の活動費、そし

て社会福祉協議会が取り組みます子育て支援事業などの地域福祉活動費に活用させていただき
ます。

社協会員加入のお礼とご報告

12,521,500円令和7年度社協会費実績
（令和7年8月31日現在）

ご寄付ありがとうございました。
日頃の皆様のご厚意に心からお礼申しあげます。
令和7年6月1日から令和7年8月31日までのご寄付を掲載しています。（順不同・敬称略）
【社会福祉基金】
◎ユニー(株)“小さな善意で大きな愛の輪”運動 アピタ稲沢店　・・・・・・・・・・・・・・・・　103,693円
◎(株)UCS　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　  65,097円
◎匿名　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　 15,000円

※子ども食堂支援にて活用します。
◎(株)大矢相互不動産　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　車いす10台
◎エスフーズ（株）名古屋営業所　・・・・・・・・・・・・・・・・　牛肉10㎏

【物品】

社協会費は地域福祉を推進するうえでとても貴重な財源となっています。

※ご協力いただきました法人名・団体名などにつきましては、本会WEBサイトに掲載しております。

※車いす貸出事業にて活用します。

▲詳しくはこちら

令和6年度　資金収支決算報告
社会福祉法人 稲沢市社会福祉協議会

※事業報告・決算の詳細につきましては、社会福祉協議会本所・支所およびWEBサイトにて閲覧できます。
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※子ども食堂支援にて活用します。

住まいのこと 家族のこと

福祉総合相談窓口のご案内
あなたに寄り添う

・借金(滞納)が増えている
・家賃、光熱水費が払えない

・仕事が決まらない（続かない）
・収入が不安定で先が見えない
・病気になって働けない

・家賃の安いところへ転居したい
・保証会社の審査に通らない

・家族の将来が心配
・家族が引きこもっている

相談無料 秘密厳守

　  294soudan@inazawa-shakyo.or.jp
稲沢市役所東庁舎　稲沢市社会福祉協議会内　平日　8:30～17:15（祝日・年末年始除く）
※ご家族や周りのかたからの相談も受け付けています。来庁が難しい場合は、訪問対応も可能です。

一人で悩まずご相談ください

お金のこと 仕事のこと

☎0587-32-1484 LINE相談、
メール相談も
受け付けています
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稲沢市から指定管理の委託を受けて運営しています。稲沢市立ひまわり園がセンターとなり、移転しました。

（サポートセンターひまわり） 相談支援
（支援体制構築、心理相談など）保育所等訪問支援、中核機能

（親子通園クラス、単独通園クラス、 未歩行・医療的ケア児クラス）児童発達支援：定員20名

児童発達支援センターは、発達に心配のあるお子さんや配慮が必要なお子さ
んに対し、専門職がチームとなって一人ひとりの発達に合わせた支援を行います。
また、地域の障がい児支援の中核的役割を担う機関として、関係機関と連携

し、支援体制の構築を図ってまいります。

稲沢市児童発達支援センターひまわりを
オープンしました

●サポートセンターひまわり
0587－22－5786FAX0587－22－5787TEL

0587－22－5808FAX0587－22－5807TEL

●児童発達支援センターひまわり
奥田神ノ木町11番地住　所

今年も10月1日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動が始まります。
毎年、稲沢市におきましては各ご家庭や学校、企業、個人商店など多くの皆様からのあたたかいご支援

により募金運動がすすめられています。今年度も赤い羽根共同募金へのご協力をお願いします。

ご協力いただいた募金の約８８％が翌年度に稲沢市社会福祉協議会に配分され、高齢者や障がい者へ
の支援、また学校で取り組まれている福祉教育の推進や災害ボランティア活動者支援など、幅広く稲沢市
の地域福祉活動を支えるために次のように役立てられています。

～じぶんの町を良くするしくみ～～じぶんの町を良くするしくみ～

●福祉まつりの開催
●社会福祉大会の開催
●災害ボランティア
　活動者支援事業
●災害ボランティア
　センター整備事業
                                   など

●福祉実践教室の開催
●子育て支援事業
●置き傘設置事業
●子どもの居場所
　づくり支援事業
　　　　　　　　  など

●福祉自動車の貸し出し　
●音楽療法支援事業
●障がい福祉施設
　サンタクロース事業
　　　　　　　　など

●高齢者ふれあいサロン支援事業
●命のバトン設置事業
　　　　　　　　　 など

地域福祉推進のために

障がいのあるかたのために 高齢者のために

子どもたちのために

令和6年度 実績額　16，078，568円

10月1日
から
スタート

７月１日
から
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各福祉団体紹介・福祉体験コーナー、チャリティバザー、市民によるステージ
ショー、キッチンカー、おもちゃ病院などわくわくするような催しがいっぱい！
是非ご来場ください！※おもちゃ病院でのおもちゃの修理受付は当日の先着順となります。

入場無料
雨天決行・荒天中止

稲沢市勤労福祉会館・尾西信金いなざわアリーナ会 場
※開場式 9：30～

10月25日（土）
10：00～15：30

と き

つなぐ　つながる　福祉の輪

第36回

その他
会場の駐車場は混雑が予想されます。市役所⇔会場間の無料のシャトルバスが
ございますので、是非ご利用ください。発着時間など詳しい内容はこちらから▶

　イベント内容

～福祉施設も地域の一員
みんなで学ぶ地域の「ふ・く・し」～　福祉実践教室

関心のあるかたは、
☎0587-23-6713　地域福祉グループまで

福祉実践教室をお手伝いいただける講師・
ボランティア・社会福祉法人募集中

本会が行う福祉実践教室では、本会と小学校、地域のかたが協働して

「すべての人の ふ だんの く らしが し あわせ」となるよう、子ども
たちと共に学び、自分にできる福祉について考え、取り組んでいます。
この事業の車いす講座では、市内にある障がい者施設の愛厚はなのきの里や高齢者施設の白
寿苑のかたにもご協力いただいています。職員のかたによる車いす操作の説明や乗車体験だけ
でなく、子どもたちからの質問を職員のかたが利用者のかたへインタビューする形で応えてい
ただくほか、時には直接学校に来て子どもたちに話をしてくださるなど、施設で暮らしている
利用者のかたにもお手伝いいただき、一緒に子どもたちと地域の福祉、自分たちにできる福祉
に取り組んでいます。

　主管：第 36回福祉まつり運営委員会　主催：稲沢市・稲沢市社会福祉協議会
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高御堂住宅区では、より住みやすい地域を目指して、住民同士
話し合う座談会がスタートしました。
座談会のメンバーは、地区の民生委員や老人クラブ、高齢者ふ
れあいサロンなどの地域活動者や、座談会に関心をお持ちのかた
などが参加しています。
そこでは、住民ならではの視点で意見を出し合い、地域課題の
解決に向けて、我が事として出来ることから取り組むことを意識
して話し合っています。
今年8月には、取り組みの第一歩として、地域の情報を発信し、
住民同士のつながりが深められるようにとの思いで、高御堂住宅
情報紙「つながり」第1号を発行しました。その後、情報紙をご覧
になったかたが、掲載された地域の集いの場に初めて参加される
などの反響がありました。
今後も住民同士の関わりが増え、より住みやすい地区となるよ
う活動を継続していきます。

地域づくりナビ 発信！

「稲沢地区」

「小正地区」

高御堂住宅　住みやすい地域を目指して座談会を開催！
～住んでいる地域に対して、何が出来るだろう～

『防災フェス』 開催
～南海トラフ地震　7日間を生き延びよう～

小正まちづくり推進協議会では、平成29年度から減災事業に取り組んでいます。令和6年度
末、減災委員会は「できないことに頭を抱えるのではなく、自分たちがやれそうなことを自由
に考えてみよう！」と地域内の減災の課題を個々に考える『減災プロジェクト作戦』を開始
し、区長経験者や民生委員、防災士や建築士など地域で暮らすメンバーが次々に集まりました。
■プロジェクトAチーム　『避難場所』(2/17 ～ 6/20)
　各避難場所のメリット、デメリットをまとめ、小正防災だより
　第4号として地区内全家庭に配布しました。
■プロジェクトBチーム　『防災フェス』(7/11 ～ 10/26)
自分で自分の身を守り、公助が届くまでの間生き延びるため
の術を学ぶ講習会や、文化の丘公園にあるかまどベンチや
マンホールトイレなどの災害用設備の紹介などが行われるそうです。

サポートしました！

日時　10月26日(日)9：00～開場、9：15～開演　11：40終了予定
会場　名古屋文理大学文化フォーラム　小ホール　　　参加費用　無料
申し込み　不要　先着100名には記念品がいただけます。

『防災フェス』　どなたでも参加できます。是非ご参加を。

■今後の『減災プロジェクト活動』
地域のかたの災害直接死・関連死を減らすため、我が事として減災について考え、今後もプ
ロジェクトC、プロジェクトD…と続けて行くそうです。引き続き情報提供などサポートを行
っていきます。

↑座談会の様子　

↑地区担当と座談会メンバー
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このコーナーでは、生活支援コーディネーターが地域の暮らしの中にある「素敵な
地縁 (ちえん )活動」を紹介します。
地域でのさまざまな取り組みや活動など、皆さまからの情報提供をお待ちしております。
◆このコーナーに関する問合先：地域福祉グループ　☎0587-23-6713

「大里西地区」

取材しました！

おやじの会と地区の仲間たち～地区のみんなで～

大里西おやじの会主催の水鉄砲合戦を取材しました。気温30度を超える中、大里西小学校
の校庭に、この日を楽しみにしていた総勢約100人の子どもたちが集まってヘルメットとゴー
グル、手には水鉄砲をもち、二つのグループに分かれて、合図とともに一斉に相手の陣に向か
って駆け出します。
大里西おやじの会とは、子どもたちの学生生活が豊かで充実したものとなるようにとの思い

で親を中心に発足した団体です。この場には、主催団体の他に
参加受付を中学生の子どもたちが担い、的となるポイの準備
を、子どもたちの登下校を見守る活動をされているアンアン隊
のかたがされていました。合戦後のスイカ割りでは、主催者側
からの応援要請にも即座に手が挙がるなど、大人も子どもも、
団体の垣根を越えて、みんなで力を合わせてイベントを盛り上
げていました。

アンアン隊：大里西市民センター　☎0587-32-2001
おやじの会：ホームページはこちら

●日時：毎月第 1土曜日　10：00～ 12：00（月により変動有）
●場所：アイコクアルファ㈱いこいの広場（祖父江町本甲大溝 75）
●他：参加費無料。申込不要。　●問合先　本所地域福祉グループ☎0587-23-6713

募集～無理のない範囲で、
あなたの力を貸してください～

こんな取り組みができました！

今年も稲沢市社会福祉協議会（以下、社協）のマスコットキャラクター“福ちゃん”の編みぐ
るみをみんなで作る、「“福ちゃん”あみぐるニットワーク事業」を開催し、多くの編み物好き
のかたがたが制作ボランティアとして参加されました！制作した“福ちゃんあみぐるみストラ
ップ”は、社協本所（市役所東庁舎）・社協西部支所（平和らくらくプラザ）に設置している
「募金が出来るガチャガチャ」で入手出来ますよ！
この事業で集った参加者さん達が、事業終了後に『せっ

かく知り合ったのだから、このまま解散してはもったいな
い！』と、自由な編み物の集い「編み会」を自主的に毎月
開催されています。どなたでも自由に参加できるので、編
み物に興味のあるかたは直接下記会場へお越しください！

「祖父江地区」編み会
～“福ちゃん”がつないだ編み物仲間の集い～

▶▶
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福

市民活動支援センター・
ボランティアセンター

☎0587-33-6400　FAX0587-22-6110（平日及び第2土曜・第３日曜 8:30 ～ 17:15）
〒492-8123　稲沢市治郎丸白山町35番地1 稲沢東老人福祉センター・東公民館内

X
旧Twitter

WEBサイト
https://inasvsc.jp/ Facebook

できる取り組みをみんなで考え、知恵を出して、行動に向けて活動できるかたを募集します。
　　【第１回】11月8日(土)　　　　  【第３回】1月10日(土)
　　【第２回】12月13日(土)　　　　【第４回】2月14日(土)
　　いずれも時間は13:30～16:00です。
　　ボランティアセンター（治郎丸白山町35-1）
　　市内在住の小学４年生から６年生で、
　　４回の活動にすべて参加できるかた
　　15名（定員を超えた場合は抽選）
　　10月19日(日)までに
　　専用申込フォームから申し込み

テーマ　「身近なくらしの中で取り組むSDGs・ボランティア」

ボランティアチルドレン参加者募集
～地域での子どもたちのボランティア活動応援事業～

一人ひとりの小さな支援が大きな笑顔に（*^-^*）
お寄せていただいた食品は、
子ども食堂の活動で

活用させていただきます。

「賞味期限までに食べ切れそうにない」、「たくさんもらって余っている」など、ご家庭に眠っている余
剰食品がありましたら、お持ち寄りください。
お寄せいただいた食品は、市内で活動する子ども食堂団体を通じて、必要としているかたへお渡しを

させていただきます。

賞味期限：12月2日以降の食品（お米を除く）
お米（※古米、玄米、開封済み問わず）、インスタント食品、レトルト食品、お菓子、乳幼児
食品、缶詰、乾物、飲料、調味料など

開封済み食品（米・個包装を除く）、生鮮食品（肉・野菜・魚）、冷凍・冷蔵食品、アルコール
類（調味料を除く）など

①10月20日(月)～24日(金)、27日(月)～31日(金)8:30～17:00（環境センター、ボランティアセンター）
②10月25日(土)10:00～15:00（福祉まつり会場）
③11月1日(土)8:30～12:00（環境センター）

「フードドライブ」にご協力ください！

申込はこちらから▶
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毎年、本会が夏休みに実施している学生向けのボランティア活動体験プログラムに、今年度から新たにボランティア
グループの活動に参加する内容を始めました。その受け入れにご協力いただいた「読み聞かせボランティアきらら会」
のメンバーのかたから参加した中学生、高校生の計８名は、読み聞かせのポイントとなる本の持ち方や見せ方、また絵
本の選び方や読み方の基本などについて教えていただきました。そして別日に開催された中央図書館での「お話し会」
へボランティアとして参加し、小さな子どもさんやその親御さんを前にして自分で選んだ絵本の読み聞かせを披露し
ました。

・座学での学びを活かして、優しく絵本を読み聞かせることができました。
・とても緊張して、上手に読めるか不安でしたが、最後はみんなが笑顔で帰っ
ていかれたので参加してよかったです。

・きらら会のかたたちの読み聞かせには、私にはない「絵本にみんなを引き込
む力」があると感じました。

・読み聞かせの難しさがすごく分かりました。もっと本を読み、物語や人物の
気持ちを知り、声に出す練習をしていきたいです。

・活動を通して相手を喜ばせる楽しさだけでなく、自分も楽しくなるということ
が分かりました。これからも子どもたちを笑顔にして、喜んでもらいたいです。

参加された学生さんが、沢山練習を積み重ねて臨んでいる姿や、緊張する中でお子さん
達の表情を見ながら堂々と読んでいる姿は立派だと感じました。また、読み聞かせ体験後、
学生さんが達成感に満ちた表情をされていたことが印象的でした。「また読み聞かせをし
たい！」と言って下さり、読み聞かせやボランティアの魅力や楽しさを知って頂けて大変
嬉しく思いました。
　　　　　　　 　　　　　　　　読み聞かせボランティア きらら会代表　野々部さん

誰かのためにボランティアをすることは、決して自己犠牲ではなく、笑顔というかけがえのない報酬を受け取ることです。
その瞬間こそが、ボランティアの原動力であり、続けていく理由になります。そして、その存在が、社会をやさしくしています。
今回の経験を活かし、機会があればぜひまたボランティア活動に参加してみてください。

ボランティアセンター担当者

学生のボランティア活動の受け入れを終えて

緊張の先にあった、笑顔のごほうび

参加者の声

Report

読む楽しさから、
　　伝える喜びへ

～中高生8人が読み聞かせボランティアに挑戦～
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福

雅楽は1400年以上の伝統芸能で世界最古のオーケ
ストラと言われています。当会は、市の文化事業や小
中高校での雅楽教室などの活動を行っています。
　①毎月第2金曜、第4土曜／9:00～16:00
　②第2・第4日曜／13:00～16:00
　①国府宮神社、②大里西公民館（奥田中切町32-1）
　①・②とも10名
　見学は無料、会費は月1,000円
　電話又はメール、ファックスで申し込み

南海トラフ大地震が予想される時代に対し、「自分
の命は自分で守る」ことを念頭に置き、自地区に、防
災・減災に力を入れたいかたを募集しております。
　毎月第2土曜／9:30～12:00（稲葉二丁目11-5）
　稲沢公民館（稲葉二丁目11-5）
　年会費　大人500円、子ども無料（中学生まで）
　電話で申し込み

日本古来の雅楽を学んでみませんか

稲沢雅楽会（担当）吉野
☎090-1280-4949
E-Mail：yi160728@cy.tnc.ne.jp

傾聴ボランティアみみの葉
（担当）浪上　☎090-6074-1356
E-Mail：nami.eiko0925@gmail.com

防災ボランティア稲沢
（担当）佐藤
☎090-6360-0874、0587-32-0278

会員募集

多様性の理解とまちづくりを目的とする団体です。
福祉まつり出展ブースでアクセサリーづくり体験に
協力してくれる学生ボランティアを募集中！活動証
明書の発行＆プレゼント進呈します。 
　10月25日(土) 10:00～15:30
　高校生、大学生
　2名
　勤労福祉会館・尾西信金いなざわアリーナ（朝府町5-1）
　ブログのフォームからの申し込み、または電話・

　　メールで申し込み。

学生ボランティア募集のお知らせ

輝虹会スターレインボー稲沢支部
（担当）高橋　☎080-3673-4277
E-Mail：nanami06777@gmail.com

世界の子どもたちの暮らしや困っている事を学び、
地域の人々とご一緒に、国際協力や国際貢献活動をし
てみませんか。
　①毎月第2日曜／10:30～12:00
　②毎月11日／14:00～15:00
　③毎月15日／7:40～8:40
　①名駅前、②西区イオン、③JR稲沢駅
　10名
　メールで申し込み

貴方も国際貢献してみませんか

オリーブの会 名古屋
（担当）広瀬　☎090-2920-6853
E-Mail：tfnxy436@yahoo.co.jp

人の手を借りず、整体施術の技法を自分でできる自
力整体メソッド。体の硬いかたも大丈夫、輪っかタオ
ルを使って90分ゆっくり体を動かします。セルフケア
で健やかな毎日を！ 
　毎週火曜 10:00～11:30
　稲沢公民館（稲葉二丁目11-5）
　または名古屋文理大学文化フォーラム
　初回体験は無料

ゆるリラ自力整体

ゆるリラ自力整体（担当）吉田
☎090-4189-6711

「センター登録団体掲示板」は、市民活動・ボランティア活動を支援することを目的として、
当センター登録団体のボランティア募集や催し物案内などを広報紙に掲載するものです。

※　どなたでも、　特になし、　無料、　不要の場合は省略

期間・日時 場所・会場持ち物・服装定員

申込み・応募
内容

その他対象 費用・受講料

相手の話しを素直に受け止めて、聴くことが傾聴です。
傾聴に興味や関心があるかたなら、どなたでもご参加

いただけます。皆様のお申込みをお待ちしております。
　11月13日(木)・20日(木) 13:00～16:00
　傾聴に興味・関心のあるかた
　勤労福祉会館（朝府町5-1）
　20名
　電話で申し込み

受講者募集
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私たちは病気や障害のあるかたとそのご家族が安
心して暮らせる社会を目指して、心のバリアフリーへ
の啓発活動をしています。10月25日に開催される福
祉まつりに出展予定です。
　10月25日(土) 10:00～15:30
　勤労福祉会館・尾西信金いなざわアリーナ
　（朝府町5-1）

福祉イベント出展のお知らせ

銀杏の木を飛び越え、セントレアまで！君がチャ
ンピオン！
　11月23日(日・祝) 10:00～15:00　※雨天中止
　※中止の場合は翌日（11月24日）に順延します。
　3歳～小学生まで（未就学の部、小学生の部）
　祖父江ぎんなんパーク（祖父江町山崎江代23-2）

モーニングへ行く感覚でふらっと立ち寄り気軽に
交流できる「こもれび喫茶」です。市民病院のレスト
ランから圓光禅寺に開催場所を変更しました。笑顔
の処方箋お届けします。
　毎週第3木曜　10:00～11:30
　圓光禅寺(萩寺)　（矢合町山屋敷3424）
　200円（飲食代）

開催場所を変更しました

こもれび喫茶
（担当）佐久間　☎070-1584-2636

森の合唱隊（担当）桐山
☎090-1288-8781

今回は、電子オルガンを中心としたアンサンブル
と、女性4人による声楽ユニットの演奏をお楽しみい
ただきます。
　10月25日(土) 14時30分開演
　名古屋文理大学文化フォーラム 小ホール
　（正明寺三丁目114）
　250名
　500円（小学生以下は100円）

ワンコインコンサートPart123

ハンドベルサークル Twinkle Bells
（担当）竹内　☎080-4300-4835
E-Mail：rbcrcrbcrc@gmail.com

いなざわ地域猫の会は、保護猫の譲渡会を不定期にて
開催しています。皆さん、ぜひ会場へお越しください。
　毎月２回程度（不定期開催）
　※下の二次元コードから団体公式インスタグラムへ
　　アクセスし、開催日程をご確認ください。
　当日は猫を連れて帰れません。
　譲渡費用がかかります。会場にてご確認ください。

保護猫の譲渡会について 

いなざわ地域猫の会（担当）大澤
☎090-8543-7420
E-Mail：kenjios@c.vodafone.ne.jp

昨年、40周年を迎えたきらら会が開催します「秋の
お楽しみ会」は、人形劇や大型絵本など、乳幼児から
大人のかたまで楽しんで頂ける内容となっておりま
す。ぜひ観に来て下さいね！
　11月22日(土) 
　11:00～11:45
　中央図書館 研修室
　（正明寺三丁目114）
　60名

きらら会★秋のお楽しみ会

読み聞かせボランティア きらら会
（担当）野々部　☎090-7020-2162
E-Mail： shinmama2525@gmail.com

第３回 紙飛行機大会

パントマイムとマジックと人形劇が一緒になっ
た、ＫＯＹＯワールド。観客を巻き込んでのショータ
イム！不思議で楽しいステージをこどもも大人も一
緒に体験しよう。
　11月30日(日) 14:00～15:00
　会員制（※事前にお問い合わせください）
　名古屋文理大学文化フォーラム　小ホール
　（正明寺三丁目114）
　入会時お一人3,000円
　（入会金200円＋月会費2ヶ月分2,800円）
　事前にメールまたはＤＭで申し込み

みんなで笑い、歌い、一緒に考える交流の場です。笑い
ヨガ、ウクレレ伴奏、寸劇「あなたならどうする？」など、
楽しい時間をご一緒しませんか♪お待ちしています。
　毎月第2水曜　14:00～15:30
　認知症予防や介護に興味のあるかたなど、
　どなたでも参加できます
　喫茶グリーン（国府宮四丁目10-10）
　20名
　400円
　当日会場にて受け付け

「笑う門には福来る」ご一緒に～♪～

みんなdeカフェ（担当）小川　
☎0587-22-5643 または 080-4434-5120
E-Mail：goshikigumo.care@gmail.com

稲沢おやこ劇場（担当）磯野
E-Mail：inazawaoyako@gmail.com

ＫＯＹＯマイムライブ！

Specialneed support
（担当）小林
E-Mail：happinessforyou.snst.mk@gmail.com
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福

家族介護者交流事業家族介護者交流事業
在宅でご家族のかたを介護しているかたの心身のリフレッシュを図るとともに、介護者同士
の交流を深める場を提供します。

11月26日（水）　9：00～16：30
市内在住で、介護予防・生活支援サービス事業対象者または要支援以上の高齢者を在宅で介
護している家族
15名（定員を超えた場合は抽選。結果は
郵送にて通知。）
安城産業文化公園デンパーク（安城市）
へお出かけ、ハーバリウムボールペン作
り体験（昼食付）
1,500円
10月17日（金）まで、本所で電話にて受
付

【申込先・問合先】
社会福祉協議会本所
☎0587-23-6713（平日8：30～17：15）社協の

情報広場

i n f o r m a t i o n

※　どなたでも、　特になし、　無料の場合は省略

期間・日時
場所・会場

持ち物・服装定員
申込み・応募内容
その他対象 費用・受講料

ふくしグラウンド・ゴルフ大会のご案内ふくしグラウンド・ゴルフ大会のご案内
11月22日（土）
受付開始8：30、
開会式9：00、閉会式12：00頃
陸上競技場
市内在住・在勤のかた
320名　先着順（定員になり次第、締め
切り）
10月6日（月）から10月23日（木）までの
期間、本所へ電話または来所にて受付。
クラブ、マーカー、ボール
小雨決行。雨天の場合は11月25日（火）
に延期とします。なお、その場合は参加者への連絡は行いません。
延期、中止の場合、午前7時30分までに本会ホームページにてお知らせを行ないます。
マスク着用に関しては、各自のご判断でお願いいたします。
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　勤労福祉会館 2 階 第2・第3 研修室
　市内在住・在勤のかた
　50名(抽選)※未就学児の参加は定員に含めず　　　　
　託児定員：25名(抽選)※1歳以上の未就学児に限る
　【講義】能登半島地震での被災経験を“家族を守る”行動へ活かす

10月19日(日)までに右　　　　　　　　　　　
二次元コードまたは　　　　　　　　　　　
本会WEBサイトの　　　　　　　　　　　　　　　
お知らせから申し込み

“能登半島地震から学ぶファミリー防災！”

防災・減災セミナー

能登半島地震を経験された澤田さんご一家
を講師に迎え、当時の体験談を踏まえた
ファミリー層向けの備えについて学ぶ、
目からうろこの講演会です！

11月15日(土) 
10：00～11：30
※開場9：30

【講師】
（株）Good Service ケアパーク所属
澤田慎一郎さん(左端)とご家族

家族で被災し
た

輪島市での経
験を、

皆さんの防災
行動に

活かして頂き
たい

参加
無料！

被災地支援活動助成金 ～被災地でのボランティア活動を応援します～被災地支援活動助成金 ～被災地でのボランティア活動を応援します～

地震や豪雨災害などによる災害被災地支援を目的に現地の
「災害ボランティアセンター」を通じて、支援活動を行う
市内在住・在勤者に対して助成する取り組みを行っています。
申請受付 毎年4月から翌年3月まで
助成金額 活動1日につき5，000円
※年度内の助成金の上限額は5万円(10日間の活動)
対　　象 (次に掲げる要件をすべて満たすかた)
①18歳以上の市内在住・在勤のかた
②稲沢市市民活動支援センター・ボランティアセンターに個人ボランティア登録をしていること
③被災地の社会福祉協議会が運営する「災害ボランティアセンター」の活動証明書を得られる
こと
④活動先の被災地は、稲沢市役所から活動先となる市町村の庁舎所在地までの直線距離が片道
30㎞以上離れた地域であること
申請方法
・詳細は、右の二次元コードから本会WEBサイトにてご確認ください。
問  合  先　社会福祉協議会本所　地域福祉グループ
　　　　　☎0587－23－6713
　　　　　稲沢市市民活動支援センター・ボランティアセンター
　　　　　☎0587－33－6400

稲沢市
社会福祉協議会
WEBサイト
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　右表のとおり　　　　　　　　　　　
　市役所東庁舎1階　社会福祉協議会相談室
　毎月2組まで
　市内在住・在勤のかた
　事前予約制です。（先着順）
　開催日2か月前の月初日から電話にて受付
　・原則、相談はお一人様年間1回です。
　・相談には、本センター職員も同席します。　
　・相談員が変更になる場合があります。
お問い合せ、申し込みは、成年後見センター　
（☎0587－22－5565）まで

■相談会開催日
①13:00～②14:15～（相談時間１時間程度）

開催日 相談員
10月23日（木）

11月27日（木）

12月25日（木）

1月22日（木）

2月26日（木）

3月26日（木）

司法書士

社会福祉士

弁護士

行政書士

司法書士

社会福祉士

稲沢市成年後見センター　無料相談会のご案内稲沢市成年後見センター　無料相談会のご案内

成年後見センターでは、成年後見制度などに関するご相談を毎月2組まで専門職が無料でお
受けします。

※　どなたでも、　特になし、　無料の場合は省略

期間・日時 場所・会場持ち物・服装定員 申込み・応募内容

その他
対象

費用・受講料

社協の情報広場 【申込先・問合先】
社会福祉協議会本所　☎0587-23-6713（平日8：30～17：15）

遊んで学ぶ会ピース遊んで学ぶ会ピース
ピースは親子でいろいろな経験を通じて学び、良いところやできることを一緒に見つける会
です。小学校入学を控え、集団行動やコミュニケーションに対する不安があったり、消極的で自
信が持てなかったりするお子さんを対象としています。

稲沢市児童発達支援センターひまわり　担当：白幡
E-mail：himawari＠inazawa-shakyo.or.jp　☎0587－22－5787

市内在住で幼稚園・保育園などに在園している年長児親子10組
※病院などで訓練を受けていないかた
11月8日・11月22日・12月13日・1月10日・1月24日・2月７日・2月21日
3月7日（土曜日　8回コース）　※全て参加できなくても可
10：00～11：30
稲沢市児童発達支援センターひまわり（奥田神ノ木町11番地）
集団生活に必要な『見る・聞く・話す』ことの経験、体を使った運動遊び、
親子のふれ合いやいろいろな人との関わりの中で楽しいことの経験、座談会など
10月6日（月）からメールまたは電話にて受付 ※定員になり次第、締め切り
※申込時にお伝えいただくこと
　件名「ピース参加希望」①子ども氏名・性別　②保護者氏名　③郵便番号・住所・電話番号
　④園名　⑤気になるところ・伝えたいことなど
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【連載】

障がい者基幹
相談支援センター

だより

第
47
回
障がい者差別に関する
ケーススタディ（２）

設問

解説

利用者は、スマートフォンのアプリを使いコミュニケーションを取るこ
とができ、添乗員の発話内容を理解することは可能であると推察できま
すが、事業者は、聴覚障がいを理由として、介助者の同伴を求めるとい
う、障がいのない人とは異なる取り扱いをしています。事業者が考える
（1）～（3）の理由は、相談者の個別事情が考慮されておらず、客観的に見
て正当な理由とはいえないため、不当な差別的取扱いに該当すると考え
られます。事業者には、障がい者に一律の判断に基づいてサービス提供
を拒否することがないよう、障がい者への理解促進や、マニュアルを見直
すなどの対応が求められます。
本事例は、「障害を理由とする差別の解消の推進相談対応ケーススタ
ディ集」から引用しています。
詳細については、内閣府HPで確認するこ
とができます。

旅行会社の対応は、「障がいを理由とする差別」に
あたるのでしょうか？

詳しくは
こちらから

聴覚障がい者（ろう者）です。言葉の聞き取りは難しいですが、筆談やジェスチャー、自分のスマ
ートフォンのアプリを使い、コミュニケーションを取ることができます。旅行会社の窓口で日帰りバ
スツアーの申込みをしたところ、添乗員とのコミュニケーション手段のため、介助者の同伴を求め
られ、一人での参加が認められませんでした。旅行会社は、（1）集合点呼時や緊急時の避難誘導の
際に、言葉による意思疎通が難しい（2）コミュニケーションに時間を要し、スケジュールどおりに
バスを運行できない恐れがある（3）業務マニュアルには、口頭や電話による連絡が一般的な対応
として記載されているほか、体の不自由なかたには、付き添いの同伴を求めることとされていまし
た。このため旅行会社から、バスの運行や参加者の安全確保などについて業務マニュアルに沿っ
た対応が難しいとされ、介助者の同伴を求められました。

市役所福祉課（障害福祉グループ）☎0587－32－1281　　　　FAX0587－32－1219
障がい者基幹相談支援センター　☎0587－23－6713（代表）　FAX0587－33－4666

障がいのあるかたの差別に関する相談窓口は、以下のとおりです。

次回は、障がい福祉施設の受注活動・自主製品に
ついてお伝えします。

事例
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財源確保のために有料広告を掲載しています。広告については本会が推奨するものではありません。

クイズ正解者の中から抽選で
「クオカード」1,000円分をプレゼント！

「こころゆるび」  多数のご応募ありがとうございました。前回のクイズの答え

問題 第36回福祉まつりのテーマは、「つなぐ　つながる　□□□□」です。
□に入る文字をお答えください。※ヒントは紙面のなかにあるよ！

●ご応募いただく際に、ご提供いただきました個人情報は、当選者への賞品発送及び本会運営の
　ために使用させていただきます。
●個人情報は、ご本人様の同意無しに第三者に開示提供することはありません。
●個人情報は、本会が責任をもって管理いたします。

【個人情報の取扱について】

応募方法
当選発表 厳正なる抽選の上、当選は賞品の

発送をもって代えさせていただきます。

応募資格 市内在住のかた

①クイズの答え②氏名（ふりがな）
③性別④年齢⑤職業⑥郵便番号⑦
住所⑧電話番号⑨今号の紙面の中
から目に留まった、気になった記事
を 1 つ⑩ご意見・ご感想などをご記
入のうえ、応募フォームからご応募
ください。

広 告

学校・教室見学入学相談受付中☆転・編入生随時受付
☎0586-68-7068/090-8088-4858
high12summer_waves13@ybb.ne.jp
〒492-8389愛知県稲沢市横野町764-1

通信単位制普通科 原則留年ナシ！バイト留学もOK！
前籍校での在籍期間や取得単位を最大限に活かします！

併設　学研横野法閑寺教室

日本航空高等学校
尾張学習支援センター

まずはお気軽に
お電話ください

☎0587-36-6337
稲沢市大矢町寺脇10番地

機能訓練に重点をおいた
サービスを提供しています

半日型デイサービス（午前の部・午後の部）

おおや村 ＊見学随時受付中 

広 告

広 告

1號舘☎0587-22-1039
2號舘☎0587-22-1030
3號舘☎0587-50-0800

おひさまおひさまぴあぴあ
高齢者デイサービスセンター

広 告

 

明日のよりよき相談役
㈱大矢相互不動産

＜      本 社     ＞ 稲沢市大矢町地蔵堂60番地の2
 ☎0587-36-3150 FAX0587－36－3189
＜稲沢中央営業所＞ 稲沢市小池3丁目12-4
☎0587-24-2840 FAX0587－24－2847

不動産の売買・賃貸・仲介・コンサルティング

創業49周年・市内2店舗広 告

広告掲載の募集

法人のPRをしてみませんか

次号（1月号）の締切は10月24日です。（先着順）申込

市内全戸配布先

年4回（4・7・10・1月号）発行

1枠・1号あたり 法人会員は15,000円、
非会員は20,000円

掲載料

「い～な」最終頁で、本会の指定する位置掲載位置

1枠サイズ 縦5.0㎝×横8.0㎝広告規格

応募締切 令和7年10月21日（火）
（応募は1人1回まで）

応募は
こちらから
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